
 
 

2024 年 3 月 8 日 

プレスリリース 

 
 

IGES に IPBES シナリオ・モデルタスクフォース技術支援機関を設置 
 
 
公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）は、日本国環境省との協力のもと、生物多様性及び生態系サー

ビスに関する政府間科学－政策プラットフォーム（ IPBES）シナリオ・モデルタスクフォースの技術支援機関

（Technical Support Unit: TSU）を 2024 年 3 月 1 日に IGES 東京サステイナビリティフォーラム内に設置しまし

た。 
 
IPBES シナリオ・モデルタスクフォースは、生物多様性等について将来起こりうる状況を予測するシナリオおよびシ

ナリオ策定に使用するモデルに関するプログラムの実施など、各種の IPBES 評価プロセスに対し、シナリオ・モデ

ルに関する助言や支援を行うために設置されました。IGES は、このタスクフォースが今後、生物多様性の 2030
年までの世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」の実施について、進捗状況の評価等に必要な科学

的情報を提供することを期待しています。 
 
IGES は、これまでも IPBES の「生物多様性・生態系サービスに関するアジア・オセアニア地域評価」「侵略的外来

種に関するテーマ別評価」の TSU をホストし、各評価報告書作成を支援してきました。これらの実績をもとに、ア

ジア太平洋地域における唯一の IPBES TSU のホスト機関として、本タスクフォースに対しても貢献してまいります。 
 
 
IPBES は、生物多様性分野の科学と政策のつながり強化に向けて 2012 年に設立された政府間機関です（事務

局：ドイツ・ボン／現在 145 カ国が参加）。科学的評価、能力養成、知見生成、政策立案支援の 4 つの機能を柱

に、地球規模での生物多様性と生態系サービスの現状、変化とその要因、人類への影響などについて明らかに

する政府間プラットフォームとして、世界中の科学者の研究をもとに科学的な分析評価と政策提言を実施してい

ます。気候変動分野で同様の活動を進める気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の例から、「生物多様性版

の IPCC」とも呼ばれています。 
 
 
 
関連リンク 
環境省報道発表：IPBES シナリオ・モデルタスクフォース技術支援機関の設置について 
https://www.env.go.jp/press/press_02828.html 
 
IPBES ウェブサイト 
https://www.ipbes.net/ 
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【このプレスリリースに関するお問い合わせ】 

公益財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES)  広報担当： 庄（しょう） 

Tel: 070-5596-5924 e-mail: iges_pr@iges.or.jp   

 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES: Institute for Global Environmental Strategies）につ

いて 

IGES は、アジア太平洋地域における持続可能な開発の実現に向け、国際機関、各国政府、地方自治体、

研究機関、企業、NGO などと連携しながら、気候変動、自然資源管理、持続可能な消費と生産、グリーン

経済などの分野において実践的な政策研究を幅広く行っています。1998 年、日本政府および神奈川県の

支援により設立。本部は神奈川県葉山町に所在し、約 150 名の研究者を擁し、その 3 分の 1 強が外国籍。

関西（兵庫県）、北九州、北京、バンコク、東京の各センター・事務所と共に、グローバルおよびアジア太平

洋地域のネットワークを生かした戦略研究を展開しています。  

http://www.iges.or.jp/  
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